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【前回委員意見】
・立適を作るのか、立適＋αの別のものを作るのかで検討内容が変わるので、本プランの位置づけを確認したい。
・仮称はいつ取れるのか？

：法律で定めなければならない
実施しなければならない事項

：指針や手引きに基づき
検討すべき事項

出典：立地適正化計画策定の手引きより作成
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未来につなぐ都市づくりプラン

立地適正化計画制度の他分野との連携イメージ

宇治市が策定するプランの方向性

活用

（宇治市の立地適正化計画）



【前回委員意見】
・まちづくりの方針は検討を進めていく中で整理していくものでは？
・まず、防災指針をどうしていくかを検討すべき
・子育て世帯の施策が充足している様な表現は再考を
・課題の強弱、緊急性等を踏まえた議論が必要
・区域設定においては、幅広い課題だけでなく、地域の特性も合わせて見ていく必要がある
・基本構想が策定されている小倉地域など、今後のまちづくりに繋がるよう、国の支援等を踏まえた検討を
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出典：立地適正化計画策定の手引きより作成





居住誘導区域とは

出典：国土交通省都市局都市計画課
「都市計画運用指針における立地適正化計画に係る概要」（平成28年9月1日時点版）



背景

法律の改正（令和２年）

出典：国土交通省都市局都市計画課
「「安全なまちづくり」・「魅力的なまちづくり」の推進のための都市再
生特別措置法等の改正について」



都市機能誘導区域とは

出典：国土交通省都市局都市計画課「都市計画運用指針における立地適正化計画に係る概要」（平成28年9月1日時点版）


